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ループ 

 

第 1 部：ローマ編 

第 1 話：未知の来訪者 

あたしはイーシャ。17 歳の女子高生です。今、あたしは、夏休みを利用して、ローマに

観光に来ています。母のオリビアは、商社で働いていて、ローマに出張ということで、便乗

して連れて来てもらっているという訳です。父もあたしたちと一緒に行きたがっていたの

ですが、お仕事の関係から、そんなに長い間休暇を取ることができず、家でお留守番をして

います。今日は土曜日で母のお仕事もお休みということで、とある遺跡に遊びに来ました。 
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母は、ちょっと優柔不断なところはあるけど、知的で穏やかで優しく上品な女性です。美

人でスタイルも良く、年齢よりも若く見られます。あたしの姉に間違われることもありまし

た。あたしにとっても自慢の母です。困ったとき、親身になって相談に乗ってくれるし、い

つもあたしに寄り添ってくれます。普段は、お仕事でなかなか一緒に出掛けることができな

いけど、今回の旅行は、久し振りに母とゆっくりと楽しむことができると期待していました。 

 

遺跡は、とても神秘的で無限に広がっているように壮大で、歩き回って見ていると、これ

らの建物が建てられた時代にタイムスリップしているような錯覚にとらわれます。あたし

たちは、時間が経つのを忘れて、すっかり遺跡のミステリアスな魅力に引き込まれて、一通

り遺跡を見て回りました。しばらくして、そろそろホテルに戻ろうとしましたが、遺跡を見

るのに夢中になってコースを外れ、道に迷ってしまったことに気付きました。 

 

オリビア：「どうしよう…こんなところで迷子になるなんて…誰かいないかしら…」 

イーシャ：「誰もいないみたいだよ…スマホのナビも圏外になってるし…」 

 母は、不安そうにおろおろと歩き回っていましたが、突然立ち止まりました。 

オリビア：「…どこからか…誰かが…わたしを呼ぶ声がする…」 

 

 母は、何かが聞こえているようでしたが、あたしにはそれが何だかわかりませんでした。 

イーシャ：「お母さん？急にどうしたの？誰もいないみたいだけど…」 

 母には確かに何かが聞こえていて、あたしの声は、耳に届いていないようです。母は、放

心状態で誰かに操られるように遺跡の壁に近づきました。そこには人のようなものがうっ

すらと描かれていました。母は、誘われるようにその壁画に手を伸ばしていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 あたしは、嫌な予感がして、母の手を咄嗟に止めようとしました。しかし、母の手は、そ

れよりも先に壁画に触れてしまいました… 
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第 2 話：母への侵入 

 壁画に触れた途端、母は、電気が走ったように手を震わせ、目を見開くと、カラダをぴく

んっとのけ反らせ、その場に座り込んでしまいました。 

イーシャ：「お母さん？大丈夫？お母さん！」 

 

 焦点の定まらない目をしている母にあたしは声を掛けました。すると、母は、やがて目を

開けて意識を取り戻しました。しかし、まだ状況を把握できていないのか、ぼんやりとして

います。しばらくして母は、ようやく口を開いて話し始めました。でも、その言葉はあたし

にとって、信じられない言葉でした。 

 

オリビア：「うるさいな…誰だ…お前は…」 

 あたしは、その衝撃的な言葉に頭が真っ白になりました… 

イーシャ：「あたしだよ！イーシャ！」 

 母があたしを忘れるはずありません。あたしは、自分の顔を母に近づけて言いました。 

 

オリビア：「イーシャ？知らんな…」 

 母は、あたしを冷たい目で見返し、言葉を続けました。 

オリビア：「それより俺は蘇ったのか？」 

 母は、これまで見たことのないようなニヤリとした不敵な笑みを浮かべています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 でも…「俺？」…母がそんな男のような言葉を使ったのを聞いたことはありません。それ

に「蘇る」って？信じられない言葉の連続に戸惑っているあたしを前に母は、カラダを起こ

して立ち上がりました。 
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オリビア：「いや違うな…なんか違和感があると思ったら…これは俺のカラダではない。」 

母は、意味不明なことを呟いています。それに口調もいつもと全然違います。姿形は母な

のですが、先ほどまでとはまるで別人なのです！ 

イーシャ：「お母さん！どうしちゃったの？」 

 

オリビア：「ん？…お母さん？ということは…俺はもしかして…」 

母は、突然、自分のカラダを見下ろすと、胸と股間に乱暴に手を伸ばして触れました。 

オリビア：「ある！……ない！！」 

 母は、そう叫ぶと、再びニヤリとした不敵な笑みを浮かべました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イーシャ：「何やっているの？お母さん？」 

 あたしは、母の奇行にパニックになりました。 

オリビア：「ああ…ってことは俺はやっぱり女に…お前はこの女の娘なのだな？」 

母は、当たり前のことを確認するようにあたしに聞いてきました。 

 

イーシャ：「そうだよ！お母さんの娘のイーシャだよ！お母さん、お仕事頑張りすぎて疲れ

てるんだよ。ね？今日はもう十分楽しんだからホテルでゆっくり休も？あ…でも出口がわ

からないんだったね…」 

 あたしは、母が疲れているため、こんなことをしているんだと思いました。 
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第 3 話：移住先の捜索 

オリビア：「そうだな…俺もやりたいことがあるし…ここから出るとするか…よし！俺につ

いて来い！！」 

 母は、そう言うと、迷うことなく歩き出しました。でもその歩き方は、いつも女性らしく

上品なものではなく、力強く大地を踏みしめるように迷いがなく大きなストライドでした。

ここから出れる期待感もあって、いつもと違う母なのに、あたしは、とても頼り甲斐のある

ように感じてしまいました。 

 

イーシャ：「あの…あなたはあたしの母ではないのですね？」 

レオン in オリビア：「…ああ…俺はレオン。お前の母ではない。」 

 レオンと名乗るその人は、母のカラダでそう言いました。母ではないと頭では、わかって

いても母の姿でそう言われると、ちょっとショックです… 

 

イーシャ：「ええと…ここから出してくれることには感謝します。でもここから出たら、母

のカラダから出て行ってもらえますか？」 

レオン in オリビア：「それはできないな。俺にはやらなければならないことがある！」 

 レオンは、並々ならぬ決意を露わにして言いました。普段、おっとりとした母がそんな言

動を見ると、ちょっとドキッとしてしまいます。でも見ず知らずの人に母のカラダを好き勝

手に使われるのを許す訳にはいきません。 

 

イーシャ：「あの…別の人のカラダに乗り移るってことはできないんでしょうか…あなたは

男の人ですよね？母は女性ですので、あなたも男性のカラダの方が…」 

 あたしは、母を取り戻したい一心で恐る恐るレオンに提案しました。 
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レオン in オリビア：「そうだな…俺もそうしたい。」 

 予想外の快諾にあたしは驚きました。 

イーシャ：（この人のことはよくわからない…別の男の人にこの人が乗り移ったら、今度は

その人がお母さんと同じ状態になってしまう…でもお母さんを取り戻したい！） 

 

 それからあたしたちは、レオンに従い、遺跡の入口にたどり着きました。そこには大勢の

観光客がいます。もちろん男の人も… 

イーシャ：「レオンさん…ここで別の方に乗り移ってはどうでしょうか？」 

レオン in オリビア：「そうだな…よし…あの男がいい。」 

 

 レオンは、体格のよい男の人に近づいて声を掛けました。 

レオン in オリビア：「お前…ちょっといいか？」 

男：「おお！これは美しい貴婦人だ。あなたのような女性から声を掛けていただけるとは。」 

 男は、レオンの声掛けを女性からのお誘いだと勘違いしているようです。 

レオン in オリビア：「お前のカラダを貰うぞ！」 
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第 4 話：移れない魂 

男：「僕のカラダを？そのようなお誘いとは…いいですとも…行きましょう！」 

 「お前のカラダを貰う」…セリフだけを聞くと、女性が男性と交わり、男性のモノを欲し

ているようです。母の顔でそのようなことを言うと、母が本当に男の人を誘っているように

見えました。男は、レオンの手を取ると、自分の方へ引き寄せようとしました。レオンの目

が妖しく光り…オリビアが母に乗り移ったときのように、「電気が走ったように手を震わせ

…」ませんでした… 

 

レオン in オリビア：「あれ？…俺のカラダのままだ…」 

 レオンは、その男の人を諦め、別の男の人に声を掛けて乗り移ろうとしました。母に声を

掛けられた男の人たちは、幸せそうな顔をしていました。ただその様子は、傍目に見ると、

美魔女が手当たり次第に男の人を誘惑しているようでした。レオンは、かなりの数の男の人

に声を掛けましたが、誰一人として乗り移ることはできませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 レオンとあたしは、仕方なくタクシーでホテルの部屋に戻ってきました。 

レオン in オリビア：「乗り移るカラダを選ぶことはできないのか…」 

 レオンは、着ていたブラウスを脱ぎ捨てると、下着姿になった。 

イーシャ：「レオンさん、そのブラウス、母のお気に入りなので、大事に扱ってください。

あと…母のカラダなので、その格好は…」 
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 あたしは、ブラウスを綺麗に畳むと、ネグリジェを取り出してレオンに渡しました。 

レオン in オリビア：「これを着るためには、これを取るのだな…」 

レオンは、母のしなやかな指をブラに食い込ませ、脱がそうとしました。しかし、ブラに

収まっていた胸がぷるんっとはみ出るだけで、ブラを脱がすことはできませんでした。あた

しは見かねて母の背後に回り、ブラのホックを外してあげました。 
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母の弾力のある乳房がぽろんと姿を現しました。 

レオン in オリビア：「おお…これは…」 

 レオンは、露わになった母の乳房を上から覗き込み、だらしない笑みを浮かべています。 

イーシャ：（お母さんのカラダ、最近じっくりと見たことなかったけど…透き通るような肌

で綺麗…あたしも大人になったらこういう風になれるのかな？） 

 

 あたしは、思わず母の乳房を背後から触れました。 

レオン in オリビア：「うっ…はう…」 

 レオンは、あたしの予想外の行動に完全に無防備になっていて、ぴくんっと切ない声をあ

げました。それはレオンが、男の人が乗り移っているとは思えない女性の自然な反応でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


